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 全国障害者生活支援研究会 通称サポート研とは、社会生活において多くのサポートを必要と

する障害者の生活を支援するための研究を目的とする特定非営利活動法人（NPO法人）です。障

害の種別や程度に関係なく、障害のある人たちやその家族が地域で充実した生活を送ることがで

きるよう、支援システムと支援技術の確立を目指した実践と研究活動をすすめています。今回、

関西においてもサポート研の活動をより充実させよう会員を中心に施設職員、大学の先生でサポ

ート研関西セミナーを企画しました。 
 サポート研関西セミナーは 12月 8日（土）大阪成蹊短期大学のご協力により当大学プラムホー

ルにて開催されました。当日は、支援者・保護者・学生・大学の先生など 200人近くの参加があ

りました。 
 障害者自立支援法の影響で利用者負担が増え、施設の収入も減り、支援の質よりも、施設運営

の話ばかりが聞かれる今日であるからこそ、もう一度支援の原点に立ち返り、本人主体の支援に

ついて考えようという趣旨で、午前中はシンポジウム、午後からは事例発表が行われました。午

前中は 3つの施設がそれぞれの立場から本人支援についての考え方を述べ、午後の実践報告で

は、各施設がこれまで大切にしてきたこと「本人中心の支援」が具体的に提示され、大変好評で

した。 
 

第 1部 シンポジウム「本人中心の支援とは」 
 

   
コーディネーター（松端准教授） 

シンポジストの皆さん（清水所長、中西所長、加藤所長、岩崎園長） 
と会場の様子です 

 
 

第 2部 実践を通して「本人中心支援の具体的展開」 
 

   
まとめ（松端准教授）と報告者の皆さん（粟生さん、倉本さん、竹内職員） 

が映像とともに日常の実践活動を発表しました。 
午前のシンポジウムと午後の実践発表を受けて松端准教授にまとめをしていただきました。 


